




Behaviour of Bronze in KCN Aqueous Solution :
Without Agitation














Whe児 na piぬec凹e0ぱfbronze (σ5.9加6タ%Sn) is d必ip即pe吋din KCN aqueous日0叶Iu叫ti匂on九' its surface changes and becomes to show tinトト.開開.明心.
The author studied how su巴ha bronze tiece behave in KCN aqueo叩us日oIu-
tio叩nwith above phenomenon. 
For this purpose， th巴 authormeasured th日 naturaIsingle potential日of
巴opper，tin and bronze， and the decrement of weight of bronze with time in 
many kinds of KCN aqueous soIution; and then observed the change of its 
surfac巴 withtime in thos巴 soIutions.
'l'he reSults are as follows; At first， above phenomenon is attributed to 
the deposition of dissolved tin by the r巴placementreaction with copper， and 
that the range of the soIution in which such乱 appearanceis shown is in 
more concentrated solution than N/300~N/400. 
Nextly， the decrement of weight of bronz日 isincreased with the con-
centration of solution， and in the range mentioned above， in one time CN-
ions predominate in the action to bronze， and in other OH -ions do， so these 
both e注ectsare observed alternatively in the curve of the decrement weight 




















とれを 10mmx35mm の寸法に形成し，エメリ{ペーノζ~ 06仕上げをし更にアルミナ
粉末でパフ研磨し，最後にベンゼンでよく洗燃して使月jした。
研究方法としては，大別する左共の通りである。
1......，_ _.. N N 
a) 純金属の銅;錫について各種濃度の KCN水溶液{飽和溶液，B IN -¥ I't;I ~'Hjíi"fP<.' ii'， 10' 100 ' 

















3 これは測定の結果 7.89N (15oC)であった。
4 銅官三極としては，Ji:，らかじめ大体成形して後これを 4500Cで2時間焼鈍してから研磨使用した。
錫電極!i鑓遣したものをそのま i研磨して用いた。
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6 普通の重量襲警化の表現としては，皐位面積蛍りの重量嬰化 Cgl巴mつや浸蝕度 (ctn)等が2うるが唯今
の場合不適蛍であるので(減少量)/C初めの重量〉を用いた。
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KCN + H20 = KOH + HCN 
から生宇、る HO-イオンの作用のみと考えられ，




Sn(OH)z :; Sn+十+2(OH-) 
との雨式を綜合すると
Sn十十十 2(OH-):;: HSnOz-十 H+




。 RT 、 __[Cu+][CN-]18 銅の車極電位 Ecu+=九十一両一In[Cu+]，およひ K=-[è両面;4~]=5XlO-舗とを組合せ
て ECll+:::Ei{，+十0.0591og[CN-]4oこれに [CN-]"，l(INの場合〕の時の電位EZ:，+:::].25 V C浸
N 
漬後1000分の値〉を代入すると， io ~主は第 4 闘の鋼電位の濃度幸司教に到する傾斜と殆 è.一致
するのが見られるよJ




( 56 ) 
KCN水溶液中における青銅の奉勘 509 
N N 叉大休 3己t厄)~瓦面i瓦[を境として銅と鍔錫Jの電{位1 .肋カが宝反車轄事するから若し銅極と s易剃剃十極i亙とを同時lにこ浸漬す
るととの臨界濃度度-より高濃度




























10 計算の結果上記反臆ぷzp:衡にある場合のi有種イオν濃度の関係を示ずと [Sn十勺1!2/[Cu+j==7.04 x 
10-12で従って Sn++は Cu+ に〈らべて非常に少濃度でも置換出来ることが分る。
11 勿論翠型車の金属の場合とは幾分異なるけれどもその溶解の初期においては大差ないであろう。























































ユツクがない。更に又先の錫の浸漬に使用した水溶液 (7800分浸潰し， その減量が 5.6mg/g)
に育二銅試料~浸漬した場合には，貫部長で示される通り， とれ叉銅の場合と似た傾向を示すだけ
ぜある。勿論その減少量は銅よりも少ないo 純HCN水溶液による測定は唯今の場合困難[:，ε出




























百五 競 合 N
一一一一一....LO!l;， (Nonnoli ty of KCN) 
第 10園 青銅の周期的溶解性















































1) 青銅 (5.96%Sn)を KCN7ki容波r浸漬して治くとその表面が錫で被覆されるが，と
れは青銅表面iから溶解した錫が，銅との置換反躍によって析出したものでるる。そしてとの様
N N 
な現象の現われる KCNの評度は大体一一一~ー←以上である。300 400 
2幻) 青銅のi溶姿樹f解拝量は戸え三休 KCNの高i濃農度程メたミでaるうるが， 飽和i溶容液 500 
下の低濃度では，ある時聞が経過すると，かえって重量が増加してくる。
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